
消されるはずだった
馬の命をまもる

～馬カフェを創って殺処分数を減らそう！～

チームカイホウ 松田滉都・北内裕輝
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１．愛媛県の馬について

かわいいやつ！



１．愛媛県の馬について

【野間馬】

• 江戸時代、今治のお殿様が合戦用の馬を飼育する際に野間馬を
使用

• 体格の良い馬ばかりが合戦に使用される

→小さい馬同士が交配して現在のサイズの野間馬のみが残った

• 明治時代に入ると、軍馬飼育に伴い、小さい馬の飼育禁止や機
械の普及により、野間馬の数が激減

→日本で6頭のみ、そのうち4頭が今治に存在

• 昭和60年10月に日本馬事協会より全国で8番目の日本在来馬に
認定され、昭和63年4月には今治市の指定文化財に指定される

のまうまハイランド (imabari-nomauma.jp)

http://www.imabari-nomauma.jp/


２．研究動機

1. 修学旅行でのノーザンホースパーク

→引退馬の存在を知る

2. 競馬での記事

→引退馬の多くが処分されていることを

知る

3. このコンテスト

→馬全体について調べてみる



３．現状分析
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３．現状分析

• 飼育数も生産数と同じ
形のグラフとなってい
る

• 生産数に比べて飼育数
は多くなっている

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/attach/pdf/sonota-29.pdf

飼育頭数

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/attach/pdf/sonota-29.pdf


３．現状分析

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

1993 1998 2003 2008 2013 2014 2015 2016 2017 2018

軽種馬(競走用馬) 飼育頭数推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

1993 1998 2003 2008 2014 2015 2016 2017 2018

軽種馬(競走用馬) 生産頭数推移

一見バランスが取れているように見える

・・・しかし

飼育頭数グラフと生産頭数グラフの比較



３．現状分析
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とんでもない数の馬が殺処分されている・・・

※馬の平均寿命が25年であることよ
り、馬が生存する日数を25年と仮定
した際の推定



３．現状分析

年間5.6万匹の犬、猫が殺処
分されている

この現状の認知度

知っている

82%

知らない

18%

犬猫 認知度

知っている 知らない

犬猫の保護活動に関する
アンケート調査を実施。
96％が一時預かりボラン
ティア（フォスター）へ
の参加に興味あり | ペッ
トゴー株式会社 (petgo.jp)

そもそも全然ヒットしない、、、

https://news.sap.com/japan/2021/12/tcc20211224/



３．現状分析

• 養育費が高い

• 競馬業界では、一度消えた馬の行方を追わないという暗黙の了
解がある

• 競馬で使う馬以外に育てる価値がないと認識されている

• 次々に新しい馬を生産することによって、より質の高い馬を生
産することが重要視されている

etc…

そもそもなぜ殺処分数が多いの？



４．現状分析まとめ

1. 多くの馬が殺処分されている現実がある

2. ほとんどの人に認知されていない

3. どうにかしなければならない！！！



５．政策提案

【概要】
・馬がいるカフェ
・馬と触れ合えるカフェ

【目的】
・殺処分される予定だった馬を救う
・世間にも親しみやすい形式にする
ことで、問題提起

【最終目標】
・馬を身近な存在に感じてもらう
・馬に興味を持ってもらう
・殺処分０！！！



• 臭いは大丈夫なのか？

→馬自身は無臭！適切な処理が必要（犬
も猫も一緒）

• どこにでも作られるのか？

→30℃以上になると厳しい...どうしても
多少標高が高くなる

• 費用面はどうするのか？

→利益や寄付から

• 暴れないのか

→根本は優しく順応性が高い（頭いい）

６．懸念点



７．結論

馬カフェを作ることによって馬
の殺処分数を減らすことができ
る！！



馬カフェを作る
馬の現状を知っ

てもらう

変えようとする

流れが生まれる
殺処分０へ！

８．今後の展望



・コラム『Petgo』,犬猫の保護活動に関するアンケート調査を実
施。96％が一時預かりボランティア（フォスター）への参加に
興味あり | ペットゴー株式会社 (petgo.jp),(8月6日閲覧)

・農林水産省HP, sei.pdf (jbba.jp),(7月20日閲覧)

・農林水産省HP, sonota-29.pdf (maff.go.jp),(7月20日閲覧)

・のまうまハイランド公式HP,のまうまハイランド (imabari-
nomauma.jp),(7月18日閲覧)

９．参考文献

https://corp.petgo.jp/%E7%8A%AC%E7%8C%AB%E3%81%AE%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E6%B4%BB%E5%8B%95%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD%E3%80%8296/
https://jbba.jp/data/pdf/sei.pdf
https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/attach/pdf/sonota-29.pdf
http://www.imabari-nomauma.jp/


ご清聴ありがとうございました。


